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１．はじめに 

金属空気電池は二次電池化には課題は多い

が，発火などの危険が無く，また長期保存可能

という点でリチウムイオン電池よりも優れて

いる。我々は，正極にガスケットや放熱材とし

て利用されている天然膨張黒鉛シート（以下黒

鉛シート）を，負極にトタン板（亜鉛メッキ鋼

板）を使用した金属空気電池が理科教材として

有名な備長炭とアルミニウム箔を用いたもの

と同等の性能を有することを報告 1)してきた。

これまでに，黒鉛シートの厚さと密度を最適化

することで，8mWh/cm
3が得られている。本報

ではトタン板の亜鉛メッキ層の厚さが電池特

性に及ぼす影響について検討し，更に小中学生

を対象とした理科教室に適用した成果につい

て報告する。 

 

 

 

 

 

２．実験 

正極材料として，厚さ 0.4mm，密度 1.0g/cm
3

の黒鉛シートを使用した。負極は純亜鉛版とト

タン板を使用した。トタン板は 0.4mm で亜鉛

メッキ層の厚さは 17-40μm である。電解液は

厚さ 0.7mm のろ紙に 10%の食塩水を浸透させ

た。図１に電池の基本構造を示す。正極の下部

のトタン板はシングルセルの場合は電極兼構

造材であり、積層して直列接続する場合は下部

セルの負極となる。 

３．結果及び考察 

図 2に種々の厚みの亜鉛メッキ層（赤：17μ

m，青：40μm，緑：4N 亜鉛）を有するトタン

板を負極とした場合の放電特性を示す。亜鉛層

が薄くなるほど容量が増加していることが分

かる。放電後の 17μmトタン板表面の XRD分析

により水酸化鉄が検出されたことより，容量の

増加は鉄も反応に関与したためと考えられる。

小中学生を対象に理科教材として利用した成

果は当日報告する。 
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図 図 1 試作した金属空気電池の外観と素子構造 

図 図２トタン板を負極としたときの放電特性 

（赤：17μm，青：40μm，緑：4N亜鉛） 
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